
全体的に、教材や指導法に工夫があり、授業がわかりやすく行われている。

全体的に、生徒が主体的に取り組み、考えさせる授業が行われている。

学習指導

学校は、学習の評価・評定に関する情報を分かりやすく伝えている。

あいさつや授業規律など、「落ち着いた教育環境」の基盤ができている。 学校は、職場体験や上級学校訪問などの進路学習に積極的
に取り組んでいる。

先生方は、生徒の悩みを聞き、適切なアドバイス をしてくれる。 学校は、進路について親身になって相談にのってくれる。

先生方は、生徒の健康管理や安全に適切に取り組んでいる。

生徒は、明るく充実した生活を送っている。 学校は、進路について十分な情報提供をしてくれる。
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学校評価アンケート集計グラフの見方
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学校評価アンケート結果のご報告
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１２月にご協力いただきました学校評価アンケートにつ
きまして集計結果をまとめましたので、ご報告いたしま
す。今年度もインターネットを活用し、ご意見をいただ
きました。保護者の皆様からは、１０５件（全世帯数の
約５８％）の貴重なご意見をいただきました。ご理解・
ご協力に改めて感謝申し上げます。

今年度は、仮校舎での教育活動も２年目となり、スクー
ルバスを利用した学校生活にも慣れてきました。学校行事
の際には、保護者や地域の方にもスクールバスを利用して
いただくことで、一定の利便性を確保することができるよ
うになってきました。しかしながら、堀船の本校地に比較
すると、大きくご不便をおかけしていることは否めず、依
然として教育活動を直接ご覧いただく機会が減少していま
す。この状況も踏まえ、皆様からいただいた評価を真摯に
受け止め、来年度の学校経営に生かしてまいります。



学校は、授業公開の充実など、開かれた学校づくりに積極的に取り組んでいる。
学校は、教職員の指導体制や協力体制がしっかりしている。

学校は、学校・学年だよりやホームページなどで情報発信を積極的
に行っている。

地域の行事やボランティア活動では、生徒が進んで参加・協
力している。

学校の教育目標や方針、取組みの方向性などが、分かりや
すく示されている。

部活動では、生徒が意欲的に参加し、活発に行われている。

生徒会や委員会活動では、生徒が自主的・自発的に活動して
いる。

学校行事では、生徒が意欲的に参加し、生徒同士協力して
行われている。

学校は、保護者・地域への説明責任を果たし、意見や要望に
応えようとしている。

学校の教育環境は、安全で清潔に整備されている。

特別活動等 学校運営等

学校評価アンケートを受けて・分析

◆ 全体を通して

１．学習指導について

２．生活指導について

３．進路指導について

４．特別活動について

5．学校運営等について

11

12

13

14 18

17

16

15

2019

21
アントレプレナーシップ（未来を創造しリスクに挑戦する姿勢、起業家精神）を
活かして、生徒が主体的に課題解決を図ろうとしている。

おかげさまで全体的には肯定的な評価が多く、学校への信頼を厚くいた
だいているものと考えます。他の項目と比較して、否定的な評価が多く
なっている項目については、課題指摘として受け止め、課題分析、解決策
を講じていく必要があると捉えております。

保護者・地域への説明責任に関する項目については、肯定的評価が前年
比で生徒は１０ポイントの増加となったものの、保護者は「わからない」
の回答率が増加したことにより１３ポイントの減少となりました。学校の
教育活動について知っていただくことができるよう、インターネットを活
用した積極的な情報発信に努めてまいります。

地域の行事やボランティア活動については、保護者の肯定的評価が前年
比で１１ポイント増加しました。ＰＴＡ活動にご協力いただき、保護者の
方にもボランティア活動に直接的に関わっていただいていることが大幅な
増につながったものと考えています。

進路に関する情報提供については、肯定的評価が前年比で生徒が１２
ポイントの増、保護者は５ポイントの増となっています。今後も引き続
き、学年だよりや進路だよりによる進路に関する学習活動の情報提供に
努めてまいります。

明るく充実した生活環境であるとの肯定的評価を多くいただいており
ます。「生徒の悩みを聞き、適切なアドバイスをしてくれる」の項目で
も、生徒の肯定的評価が前年比９ポイント増となりました。バス通学に
より、放課後の時間の使い方に制約が大きいところですが、引き続き、
相談や助言の時間の確保に努めてまいります。

「授業のわかりやすさ」の設問では、肯定的評価が前年比で生徒は２ポ
イントの微増、保護者は１ポイントの微減となっています。次の「考えさ
せる授業」も同様の傾向が見られますが、保護者の「わからない」の評価
が両項目ともに、他の質問より大幅に多いことから、自宅学習等で保護者
の方にも学習活動の様子をご覧いただくことができるよう、ＩＣＴのより
一層の活用を軸に環境を整えてまいります。


